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(57)【要約】
【課題】Iu Flex方式を適用し且つコンバイン位置登録
を行う移動通信システムにおける、ＭＳＣとＲＮＣとの
間の経路である所謂Ｉｕ区間に障害が発生している場合
にもＣＳドメインでの通信を確保することができる移動
通信システム、無線ネットワーク制御装置、サービス提
供ＧＰＲＳサポートノード、および、移動通信方法を提
供する。
【解決手段】ＲＮＣ１２２が、何れかのＳＧＳＮ（＃１
、＃２）１３１，１３２に位置登録要求を送信するに先
立って、自装置と接続されるＭＳＣ（＃１、＃２）１４
１，１４２との間のヘルスチェック情報を該当するＳＧ
ＳＮ（＃２）１３２に通知し、ＳＧＳＮ（＃２）１３２
が、上記通知されたヘルスチェック情報に基づいて位置
登録要求の送信先とするＭＳＣ（＃１）を選択する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の各無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）と、複数のサービス提供ＧＰＲＳサポー
トノード（ＳＧＳＮ）、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）、または、移
動体サービス交換センタ（ＭＳＣ）のそれぞれとが選択的に接続され得るIu Flex方式を
採り、且つ、移動端末装置からＣＳドメインの移動体サービス交換センタに対して位置登
録を行う場合に、ＰＳドメインのサービス提供ＧＰＲＳサポートノードが位置登録要求を
受信し、サービス提供ＧＰＲＳサポートノードがＣＳドメインに対して位置登録処理を実
行させるコンバイン位置登録を行う移動通信システムであって、
　前記無線ネットワーク制御装置は、何れかの前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノード
に位置登録要求を送信するに先立って、自装置と接続される前記移動体サービス交換セン
タとの間のヘルスチェック情報を該当する前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノードに通
知し、
　該当する前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノードは、該通知されたヘルスチェック情
報に基づいて前記位置登録要求の送信先とする移動体サービス交換センタを選択すること
を特徴とする移動通信システム。
【請求項２】
　複数の各無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）と、複数のサービス提供ＧＰＲＳサポー
トノード（ＳＧＳＮ）、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）、または、移
動体サービス交換センタ（ＭＳＣ）のそれぞれとが選択的に接続され得るIu Flex方式を
採り、且つ、移動端末装置からＣＳドメインの移動体サービス交換センタに対して位置登
録を行う場合に、ＰＳドメインのサービス提供ＧＰＲＳサポートノードが位置登録要求を
受信し、サービス提供ＧＰＲＳサポートノードがＣＳドメインに対して位置登録処理を実
行させるコンバイン位置登録を行う移動通信システムに適用される前記無線ネットワーク
制御装置であって、
　自装置と接続される前記移動体サービス交換センタとの間のヘルスチェックに関する項
目を含むヘルスチェック情報を保持するヘルスチェック情報保持部と、
　何れかの前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノードに位置登録要求を送信するに先立っ
て、前記ヘルスチェック情報保持部に保持された該当するヘルスチェック情報を該当する
前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノードに通知するヘルスチェック情報通知部と、
を備えていることを特徴とする無線ネットワーク制御装置。
【請求項３】
　複数の各無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）と、複数のサービス提供ＧＰＲＳサポー
トノード（ＳＧＳＮ）、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）、または、移
動体サービス交換センタ（ＭＳＣ）のそれぞれとが選択的に接続され得るIu Flex方式を
採り、且つ、移動端末装置からＣＳドメインの移動体サービス交換センタに対して位置登
録を行う場合に、ＰＳドメインのサービス提供ＧＰＲＳサポートノードが位置登録要求を
受信し、サービス提供ＧＰＲＳサポートノードがＣＳドメインに対して位置登録処理を実
行させるコンバイン位置登録を行う移動通信システムに適用される前記サービス提供ＧＰ
ＲＳサポートノードであって、
　該当する前記無線ネットワーク制御装置から、その無線ネットワーク制御装置と接続さ
れる前記移動体サービス交換センタとの間のヘルスチェックに関する項目を含むヘルスチ
ェック情報の通知を受けるヘルスチェック情報受信部と、
　前記ヘルスチェック情報受信部で受けたヘルスチェック情報に基づいて当該位置登録要
求の送信先とする前記移動体サービス交換センタを選択する位置登録要求送信先選択部と
、
を備えていることを特徴とするサービス提供ＧＰＲＳサポートノード。
【請求項４】
　複数の各無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）と、複数のサービス提供ＧＰＲＳサポー
トノード（ＳＧＳＮ）、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）、または、移
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動体サービス交換センタ（ＭＳＣ）のそれぞれとが選択的に接続され得るIu Flex方式を
採り、且つ、移動端末装置からＣＳドメインの移動体サービス交換センタに対して位置登
録を行う場合に、ＰＳドメインのサービス提供ＧＰＲＳサポートノードが位置登録要求を
受信し、サービス提供ＧＰＲＳサポートノードがＣＳドメインに対して位置登録処理を実
行させるコンバイン位置登録を行う移動通信システムにおける移動通信方法であって、
　前記無線ネットワーク制御装置が、何れかの前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノード
に位置登録要求を送信するに先立って、自装置と接続される前記移動体サービス交換セン
タとの間のヘルスチェック情報を該当する前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノードに通
知するヘルスチェック情報通知ステップと、
　該当する前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノードが、前記ヘルスチェック情報通知ス
テップで通知されたヘルスチェック情報に基づいて前記位置登録要求の送信先とする移動
体サービス交換センタを選択する位置登録要求送信先選択ステップと、
を含んでいることを特徴とする移動通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、Iu Flex方式を採り且つコンバイン位置登録を行う移動通信システム、無線
ネットワーク制御装置、サービス提供ＧＰＲＳサポートノード、および、移動通信方法に
関し、特に、移動端末装置が在圏するＲＣ（無線ネットワーク制御装置）およびＭＳＣ（
音声系交換機）間の回線に障害が発生した場合でも、ＣＳ（回線交換）ドメインでの通信
を行うことを可能にした、移動通信システム、無線ネットワーク制御装置、サービス提供
ＧＰＲＳサポートノード、および、移動通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信システムは、３ＧＰＰ／ＧＳＭＡ等の国際標準化機関によって、通信プロトコ
ルの標準化、ネットワーク設定情報の共有、相互接続試験条件の標準化等が実施されてき
た。
　移動通信システムにおけるネットワークの方式として規定されたＶＬＲ方式では、位置
登録を契機に、交換機毎に付帯するＶＬＲに加入者情報をダウンロードし、移動機の位置
情報と加入者情報を管理する。
【０００３】
　このＶＬＲ方式では、近年、Iu Flexと呼ばれる分散処理方式が提案されている（例え
ば、非特許文献１参照）。
　Iu Flexは、複数の各ＲＮＣが複数のサービス提供ＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ
）、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）、または、移動体サービス交換セ
ンタ（ＭＳＣ）のそれぞれと選択的に接続され得る形でＣＮと接続されることを可能にし
た方式である。
【０００４】
　ここに、ＲＮＣ(Radio Network Controller) はＮｏｄｅＢ（基地局装置）の制御を行
う無線ネットワーク制御装置である。また、ＣＮ（Core Network）はＭＳＣ（Mobile Swi
tching Centre）およびＳＧＳＮ（Serving GPRS（General Packet Radio Service）Suppo
rt Node）を含むネットワークである。
この複数のＳＧＳＮが共通に管理する複数のＲＮＣの集合や、複数のＭＳＣが共通に管理
する複数のＲＮＣの集合をプールエリア（pool-area）と称する。
【０００５】
　Iu Flexでは、ＣＮにおける何れかのノードが故障した場合でも、当該ノードに関わる
特定エリアの全断を回避することができる。また、制御信号の授受や設備の規模の増加を
抑制することが可能になるといった利点がある。
　図５は、Iu Flex方式を採り、且つ、コンバイン位置登録を行う仕様の、従来の移動通
信システムの構成を表す構成図である。
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【０００６】
　コンバイン位置登録（Combined Update）では、移動端末装置からＣＳドメインに対し
て位置登録を行う場合に、ＰＳドメインのＳＧＳＮが位置登録要求を
受信し、ＳＧＳＮがＣＳドメインに対して位置登録処理を行わせる。
　位置登録エリア１１０は、ここを賄う複数のＲＡＮ（Radio Access Network）ノード１
１１、１１２、１１３、および、１１４によって画定されている。
【０００７】
　これらのＲＡＮノード１１１、１１２、１１３、および、１１４のうちＲＡＮノード１
１１および１１２は一のＲＮＣ１２１の管理下に置かれ、また、ＲＡＮノード１１３およ
び１１４は他のＲＮＣ１２２の管理下に置かれている。
　そして、これらＲＮＣ１２１および１２２に対応する、ＳＧＳＮ（＃１）１３１および
ＳＧＳＮ（＃２）１３２が設けられている。
【０００８】
　図５の移動通信システムはIu Flex方式をとるものであるため、ＲＮＣ１２１および１
２２は、それぞれがＳＧＳＮ（＃１）１３１およびＳＧＳＮ（＃２）１３２のうち何れの
ＳＧＳＮとも選択的に接続可能である。
　また、図５に例示された状態では、ＳＧＳＮ（＃１）１３１およびＳＧＳＮ（＃２）１
３２のうちＳＧＳＮ（＃２）１３２（これに付帯するＶＬＲ）に当該移動端末装置に関す
る情報であるプロファイル（図において「ＰＦ」と表記）が保持されている。
　そして、上述のＳＧＳＮ（＃１）１３１、および、ＳＧＳＮ（＃２）１３２は、これら
に対応して設けたＭＳＣ（＃１）１４１およびＭＳＣ（＃２）１４２の何れとも選択的に
接続可能である。
【０００９】
　図５に例示された状態では、ＭＳＣ（＃２）１４２（これに付帯するＶＬＲ）に当該移
動端末装置に関するプロファイルＰＦが既に保持されている。
　図５において、当該移動端末装置は、移動その他の所定の契機が到来したときに、位置
登録エリア１１０におけるＲＡＮノード１１１、１１２、１１３、および、１１４のうち
の何れかのＲＡＮノード（ここではＲＡＮノード１１４）を通してＲＮＣ１２２に位置登
録要求を送信する。この位置登録要求を受けたＲＮＣ１２２は、本例の場合、プロファイ
ルＰＦが既に保持されているＳＧＳＮ（＃２）１３２にその位置登録要求を送信する（矢
線A51）。
【００１０】
　ＳＧＳＮ（＃２）１３２は、更に、ＭＳＣ（＃１）１４１およびＭＳＣ（＃２）１４２
のうち、プロファイルＰＦが既に保持されているＭＳＣ（＃２）１４２に位置登録要求を
送信する（矢線A52）。
　図５を参照して説明する状況は、ＲＮＣ１２２とＭＳＣ（＃２）１４２との間の経路で
ある所謂Ｉｕ区間に障害が発生している場合を想定している。ここに、Ｉｕ区間における
障害とは、この区間に該当するスイッチやルータまたはポートに関するハードウェア上の
作動不良等により正規の通信が不能になった状態等である。
【００１１】
　この想定の下では、ＲＡＮノード１１４からＲＮＣ１２２を経て（矢線A53）、更に、
上述のように障害が発生しているＩｕ区間を経て（矢線A54）、ＭＳＣ（＃２）１４２に
到る経路でのＣＳドメインでの通信を行うことができず、また、位置登録処理において、
この経路を回避することもなされない。この場合、ＣＳドメインでの発信はＲＮＣが別の
ＭＳＣへ信号を送信する態様をとる。しかし、プロファイルがないため呼処理が不能とな
り、コンバイン位置登録が行われる。ここで再度区間故障が発生しているＲＮＣ、ＭＳＣ
の組を選択してしまうため、復旧が行われないという問題が発生する。
【００１２】
　次に、図６を参照して図５の移動通信システムの動作について更に詳細に説明する。
　図６は、図５の移動通信システムにおけるコンバイン位置登録の動作を表すシーケンス
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チャートである。
　当該移動端末装置からＲＮＣ１２２に「Initial Direct Transfer」と表記の初期設定
を行う信号を送る（ステップＳ６０１）。
　ステップＳ６０１での上記信号を受けたＲＮＣ１２２では、「Initial UE Message」信
号、即ちＲＮＣとＭＳＣ/ＳＧＳＮの間の初期設定を要求する信号を、サービス提供ＧＰ
ＲＳサポートノードであるＳＧＳＮ（＃２）１３２に供給する（ステップＳ６０２）。
　次いで、当該移動端末装置は、既述のコンバイン位置登録を行うべく、ＳＧＳＮ（＃２
）１３２へのＰＳドメインの位置登録信号である「Routing Area Update Request」を送
信する（ステップＳ６０３）。
【００１３】
　ステップＳ６０３での位置登録信号を受けて、ＳＧＳＮ（＃２）１３２は、プロファイ
ルＰＦが既に保持されているＭＳＣ（＃２）１４２にその位置登録要求を送信するべきと
ころ、既述のように、ＲＮＣ１２２とＭＳＣ（＃２）１４２との間の経路である所謂Ｉｕ
区間には障害が発生している。ところが、従来の移動通信システムでは、ＳＧＳＮ（＃２
）１３２が保持しているプロファイルで上記障害が発生している経路に当たるＭＳＣ（＃
２）１４２に送信を行う必要がないと判断してしまう。従って、ＭＳＣ（＃２）１４２に
おいて位置登録要求が実行されることはない。
【００１４】
　そして、ＳＧＳＮ（＃２）１３２は「Routing Area Update Accept」なる信号を当該移
動端末装置に返して位置登録を終了してしまう（ステップＳ６０４）。
　このように、従来の移動通信システムでは、Iu Flex方式を採りながらも、ＲＮＣ１２
２とＭＳＣ（＃２）１４２との間のＩｕ区間には障害が発生している場合には、ＳＧＳＮ
（＃２）１３２からＭＳＣ（＃２）１４２へは、この障害を迂回した位置登録処理は実行
されず、ＣＳドメインでの通信は行えない。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１５】
【非特許文献１】3GPP標準仕様 TS 23.236 「Intra-domain connection of Radio Access
 Network (RAN) nodes to multiple Core Network (CN) nodes」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　以上に説明したとおり、従来のIu Flex方式を適用し且つコンバイン位置登録（Combine
d Update）を行う移動通信システムでは、ＭＳＣとＲＮＣとの間の経路である所謂Ｉｕ区
間に障害が発生している場合にはＣＳドメインでの通信は不能になってしまう。
　また、従来のヘルスチェックでは該当する個々のノードに加え、隣接するノード、およ
び、隣接する区間について故障診断と障害発生時の対処が実行されるに留まり、上述のよ
うなＩｕ区間での障害の検知やその障害への対処手段を持たなかった。即ち、ＳＧＳＮで
は、ＳＧＳＮ自体 (個々のノード)、ＭＳＣとＲＮＣ(隣接するノード)、ＳＧＳＮ～ＲＮ
Ｃ間およびＳＧＳＮ～ＭＳＣ間(隣接する区間)のヘルスチェックを行っている。尚、ＭＳ
Ｃ～ＲＮＣ間は隣接していないが、後述する本発明においては確認対象としている。
【００１７】
　本発明は上述のような状況に鑑みてなされたものであり、Iu Flex方式を適用し且つコ
ンバイン位置登録（Combined Update）を行う移動通信システムにおける、ＭＳＣとＲＮ
Ｃとの間の経路である所謂Ｉｕ区間に障害が発生している場合にもＣＳドメインでの通信
を確保することができる通信移動通信システム、無線ネットワーク制御装置、サービス提
供ＧＰＲＳサポートノード、および、移動通信方法を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　上記課題を解決するために、以下に列挙するような技術を提案する。
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（１）複数の各無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）と、複数のサービス提供ＧＰＲＳサ
ポートノード（ＳＧＳＮ）、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）、または
、移動体サービス交換センタ（ＭＳＣ）のそれぞれとが選択的に接続され得るIu Flex方
式を採り、且つ、移動端末装置からＣＳドメインの移動体サービス交換センタに対して位
置登録を行う場合に、ＰＳドメインのサービス提供ＧＰＲＳサポートノードが位置登録要
求を受信し、サービス提供ＧＰＲＳサポートノードがＣＳドメインに対して位置登録処理
を実行させるコンバイン位置登録を行う移動通信システムであって、
　前記無線ネットワーク制御装置は、何れかの前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノード
に位置登録要求を送信するに先立って、自装置と接続される前記移動体サービス交換セン
タとの間のヘルスチェック情報を該当する前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノードに通
知し、
　該当する前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノードは、該通知されたヘルスチェック情
報に基づいて前記位置登録要求の送信先とする移動体サービス交換センタを選択すること
を特徴とする移動通信システム。
【００１９】
　上記（１）の移動通信システムでは、移動端末装置から送信された位置登録要求を無線
ネットワーク制御装置を通してサービス提供ＧＰＲＳサポートノードで選択された移動体
サービス交換センタに送信するに際して、予め無線ネットワーク制御装置から通知された
無線ネットワーク制御装置と移動体サービス交換センタとの間のヘルスチェック情報に基
づいて該位置登録要求の送信先とする移動体サービス交換センタが選択される。
【００２０】
（２）複数の各無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）と、複数のサービス提供ＧＰＲＳサ
ポートノード（ＳＧＳＮ）、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）、または
、移動体サービス交換センタ（ＭＳＣ）のそれぞれとが選択的に接続され得るIu Flex方
式を採り、且つ、移動端末装置からＣＳドメインの移動体サービス交換センタに対して位
置登録を行う場合に、ＰＳドメインのサービス提供ＧＰＲＳサポートノードが位置登録要
求を受信し、サービス提供ＧＰＲＳサポートノードがＣＳドメインに対して位置登録処理
を実行させるコンバイン位置登録を行う移動通信システムに適用される前記無線ネットワ
ーク制御装置であって、
　自装置と接続される前記移動体サービス交換センタとの間のヘルスチェックに関する項
目を含むヘルスチェック情報を保持するヘルスチェック情報保持部と、
　何れかの前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノードに位置登録要求を送信するに先立っ
て、前記ヘルスチェック情報保持部に保持された該当するヘルスチェック情報を該当する
前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノードに通知するヘルスチェック情報通知部と、
を備えていることを特徴とする無線ネットワーク制御装置。
【００２１】
　上記（２）の無線ネットワーク制御装置では、そのヘルスチェック情報保持部で、自装
置と接続される前記移動体サービス交換センタとの間のヘルスチェックに関する項目を含
むヘルスチェック情報を保持する。
　また、そのヘルスチェック情報通知部で、何れかの前記サービス提供ＧＰＲＳサポート
ノードに位置登録要求を送信するに先立って、前記ヘルスチェック情報保持部に保持され
た該当するヘルスチェック情報を該当する前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノードに通
知する。
【００２２】
　これにより、移動端末装置から送信された位置登録要求を無線ネットワーク制御装置を
通してサービス提供ＧＰＲＳサポートノードで選択された移動体サービス交換センタに送
信するに際して、前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノードにおいて、通知されたヘルス
チェック情報に基づいて該位置登録要求の送信先とする移動体サービス交換センタが選択
される。
【００２３】
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（３）複数の各無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）と、複数のサービス提供ＧＰＲＳサ
ポートノード（ＳＧＳＮ）、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）、または
、移動体サービス交換センタ（ＭＳＣ）のそれぞれとが選択的に接続され得るIu Flex方
式を採り、且つ、移動端末装置からＣＳドメインの移動体サービス交換センタに対して位
置登録を行う場合に、ＰＳドメインのサービス提供ＧＰＲＳサポートノードが位置登録要
求を受信し、サービス提供ＧＰＲＳサポートノードがＣＳドメインに対して位置登録処理
を実行させるコンバイン位置登録を行う移動通信システムに適用される前記サービス提供
ＧＰＲＳサポートノードであって、
　該当する前記無線ネットワーク制御装置から、その無線ネットワーク制御装置と接続さ
れる前記移動体サービス交換センタとの間のヘルスチェックに関する項目を含むヘルスチ
ェック情報の通知を受けるヘルスチェック情報受信部と、
　前記ヘルスチェック情報受信部で受けたヘルスチェック情報に基づいて当該位置登録要
求の送信先とする前記移動体サービス交換センタを選択する位置登録要求送信先選択部と
、
を備えていることを特徴とするサービス提供ＧＰＲＳサポートノード。
【００２４】
　上記（３）のサービス提供ＧＰＲＳサポートノードでは、そのヘルスチェック情報受信
部で、該当する前記無線ネットワーク制御装置から、その無線ネットワーク制御装置と接
続される前記移動体サービス交換センタとの間のヘルスチェックに関する項目を含むヘル
スチェック情報の通知を受ける。
　また、その位置登録要求送信先選択部で、前記ヘルスチェック情報受信部で受けたヘル
スチェック情報に基づいて当該位置登録要求の送信先とする前記移動体サービス交換セン
タを選択する。
　これにより、当該位置登録要求の送信先とする前記移動体サービス交換センタを選択す
るに際し、前記ヘルスチェック情報が反映される。
【００２５】
（４）複数の各無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）と、複数のサービス提供ＧＰＲＳサ
ポートノード（ＳＧＳＮ）、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）、または
、移動体サービス交換センタ（ＭＳＣ）のそれぞれとが選択的に接続され得るIu Flex方
式を採り、且つ、移動端末装置からＣＳドメインの移動体サービス交換センタに対して位
置登録を行う場合に、ＰＳドメインのサービス提供ＧＰＲＳサポートノードが位置登録要
求を受信し、サービス提供ＧＰＲＳサポートノードがＣＳドメインに対して位置登録処理
を実行させるコンバイン位置登録を行う移動通信システムにおける移動通信方法であって
、
　前記無線ネットワーク制御装置が、何れかの前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノード
に位置登録要求を送信するに先立って、自装置と接続される前記移動体サービス交換セン
タとの間のヘルスチェック情報を該当する前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノードに通
知するヘルスチェック情報通知ステップと、
　該当する前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノードが、前記ヘルスチェック情報通知ス
テップで通知されたヘルスチェック情報に基づいて前記位置登録要求の送信先とする移動
体サービス交換センタを選択する位置登録要求送信先選択ステップと、
を含んでいることを特徴とする移動通信方法。
【００２６】
　上記（４）の移動通信方法では、そのヘルスチェック情報通知ステップで、前記無線ネ
ットワーク制御装置が、何れかの前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノードに位置登録要
求を送信するに先立って、自装置と接続される前記移動体サービス交換センタとの間のヘ
ルスチェック情報を該当する前記サービス提供ＧＰＲＳサポートノードに通知する。
　また、その位置登録要求送信先選択ステップで、該当する前記サービス提供ＧＰＲＳサ
ポートノードが、前記ヘルスチェック情報通知ステップで通知されたヘルスチェック情報
に基づいて前記位置登録要求の送信先とする移動体サービス交換センタを選択する。
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　これにより、当該位置登録要求の送信先とする前記移動体サービス交換センタを選択す
るに際し、前記ヘルスチェック情報が反映される。
【発明の効果】
【００２７】
　Iu Flex方式を適用し且つコンバイン位置登録（Combined Update）を行う移動通信シス
テムにおける、ＭＳＣとＲＮＣとの間の経路である所謂Ｉｕ区間に障害が発生している場
合にもＣＳドメインでの通信を確保することができる通信移動通信システム、無線ネット
ワーク制御装置、サービス提供ＧＰＲＳサポートノード、および、移動通信方法を実現す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の一つの実施の形態としての移動通信システムの構成を表す構成図である
。
【図２】図１の移動通信システムの動作を表すシーケンスチャートである。
【図３】図１の移動通信システムにおける無線ネットワーク制御装置を例示する機能ブロ
ック図である。
【図４】図１の移動通信システムにおけるサービス提供ＧＰＲＳサポートノードを例示す
る機能ブロック図である。
【図５】Iu Flex方式による従来の移動通信システムの構成を表す構成図である。
【図６】図５の移動通信システムの動作を表すシーケンスチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下に、図面を参照して本発明の実施の形態について詳述することにより、本発明を明
らかにする。
（移動通信システム）
　図１は、本発明の一つの実施の形態としての移動通信システムの構成を表す構成図であ
る。
　図１の移動通信システム１０は、Iu Flex方式を採る。この移動通信システム１０では
、移動端末装置からＣＳドメインに対して位置登録を行う場合に、ＰＳドメインのＳＧＳ
Ｎが受信し、ＳＧＳＮがＣＳドメインに対して位置登録処理を行う、所謂コンバイン位置
登録（Combined Update）を行う。
【００３０】
　位置登録エリア１１０は、ここを賄う複数のＲＡＮ（Radio Access Network）ノード１
１１、１１２、１１３、および、１１４によって画定されている。これらのＲＡＮノード
１１１、１１２、１１３、および、１１４は、例えば、移動端末装置とコアネットワーク
とを結ぶＮｏｄｅＢである。
　これらのＲＡＮノード１１１、１１２、１１３、および、１１４のうちＲＡＮノード１
１１および１１２は一のＲＮＣ１２１の管理下に置かれ、また、ＲＡＮノード１１３およ
び１１４は他のＲＮＣ１２２の管理下に置かれている。
　そして、これらＲＮＣ１２１および１２２に対応する、ＳＧＳＮ（＃１）１３１および
ＳＧＳＮ（＃２）１３２が設けられている。
【００３１】
　図１の移動通信システムはIu Flex方式をとるものであるため、ＲＮＣ１２１および１
２２は、それぞれがＳＧＳＮ（＃１）１３１およびＳＧＳＮ（＃２）１３２のうち何れの
ＳＧＳＮとも選択的に接続可能である。
　また、図１に例示された状態では、ＳＧＳＮ（＃１）１３１およびＳＧＳＮ（＃２）１
３２のうちＳＧＳＮ（＃２）１３２（これに付帯するＶＬＲ）に当該移動端末装置に関す
るプロファイル（図において「ＰＦ」と表記）が保持されている。
　そして、上述のＳＧＳＮ（＃１）１３１、および、ＳＧＳＮ（＃２）１３２は、これら
に対応して設けたＭＳＣ（＃１）１４１およびＭＳＣ（＃２）１４２の何れとも選択的に
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接続可能である。
【００３２】
　図１に例示された状態では、ＭＳＣ（＃２）１４２（これに付帯するＶＬＲ）に当該移
動端末装置に関するプロファイルＰＦが既に保持されている。
　図１において、当該移動端末装置は、移動その他の所定の契機が到来したときに、位置
登録エリア１１０におけるＲＡＮノード１１１、１１２、１１３、および、１１４のうち
の何れかのＲＡＮノード（ここではＲＡＮノード１１４）を通してＲＮＣ１２２に位置登
録要求を送信する。この位置登録要求を受けたＲＮＣ１２２は、本例の場合、プロファイ
ルＰＦが既に保持されているＳＧＳＮ（＃２）１３２にその位置登録要求を送信する。
【００３３】
　ＳＧＳＮ（＃２）１３２は、更に、ＭＳＣ（＃１）１４１およびＭＳＣ（＃２）１４２
のうち、プロファイルＰＦが既に保持されているＭＳＣ（＃２）１４２に必要に応じて位
置登録要求を送信する。この場合、移動端末が移動等を行わない状態で、周期的に行う位
置登録についてはＳＧＳＮによるＭＳＣへの信号送信は行われない。
　しかしながら、図１を参照して説明する状況では、ＲＮＣ１２２とＭＳＣ（＃２）１４
２との間の経路である所謂Ｉｕ区間に障害が発生している場合を想定している。尚、既述
のとおり、Ｉｕ区間における障害とは、この区間に該当するスイッチやルータまたはポー
トに関するハードウェア上の作動不良等により正規の通信が不能になった状態等である。
【００３４】
　従って、図５および図６を参照して説明した従来の移動通信システムでは、正常である
ＭＳＣ(＃１)１４１を利用して位置登録を行うことができないため、ＣＳドメインでの通
信が行えない状態に陥ってしまう。
　これに対し、図１における本発明の実施の形態では、ＲＮＣ１２２が自ノードとＭＳＣ
（＃２）１４２との通信に障害が発生している旨のＣプレーン（コントロールプレーン）
でのヘルスチェック信号をＳＧＳＮ（＃２）１３２に予め供給している（矢線Ａ12）。
【００３５】
　ＳＧＳＮ（＃２）１３２はこのヘルスチェック信号に依拠して、上記の障害に関係して
いないＭＳＣ（＃１）１４１に対して位置登録要求を送信する。ＭＳＣ（＃１）１４１は
、上述の位置登録要求に応じて位置登録処理を実行する。上述のように、ＲＡＮノード１
１４→ＳＧＳＮ（＃２）１３２→ＭＳＣ（＃１）１４１の経路（矢線Ａ11）で位置登録処
理が実行され、ＲＮＣ１２２とＭＳＣ（＃２）１４２との間のＩｕ区間における障害発生
時においても、ＣＳドメインでの通信を行うことが可能になる。
【００３６】
　次に、図２を参照して図１の移動通信システムの動作について更に詳細に説明する。
　図２は、図１の移動通信システムの動作を表すシーケンスチャートである。
　この実施の形態では、ＲＮＣ１２２からＳＧＳＮ（＃２）１３２に、ＲＮＣ１２２とＭ
ＳＣ（＃２）１４２との間では、両者間の経路に関し障害が発生している旨のＣプレーン
でのヘルスチェック信号である「Health Check」を、予め送信しておく（ステップＳ２０
１）。
【００３７】
　上記ステップＳ２０１以降の時点で、当該移動端末装置からＲＮＣ１２２に向け「Init
ial Direct Transfer」なる初期設定を行う信号が送られると（ステップＳ２０２）、こ
れを受けたＲＮＣ１２２では、「Initial UE Message」信号、即ちＲＮＣとＭＳＣ/ＳＧ
ＳＮの間の初期設定を要求する信号を、サービス提供ＧＰＲＳサポートノードであるＳＧ
ＳＮ（＃２）１３２に供給する（ステップＳ２０３）。
【００３８】
　次いで、当該移動端末装置からＳＧＳＮ（＃２）１３２に対し「Routing Area Update 
Request」なる位置登録更新を要求する信号が送信される（ステップＳ２０４）。
　ＳＧＳＮ(＃２)１３２は、保持しているプロファイルＰＦより選択したＭＳＣが、ステ
ップＳ２０１で受けたヘルスチェック信号によって、障害が発生しているＩｕ区間に係る
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ＭＳＣ（＃２）１４２であることを識別し、ステップＳ２０３のＲＮＣとＭＳＣ（＃２）
１４２間の初期設定の要求を拒否する（ステップＳ２０５）。
【００３９】
　次いで、ＳＧＳＮ（＃２）１３２は、移動端末装置とＳＧＳＮとの間のプロトコルとし
ての「Routing Area Update Reject」なる初期設定の要求を拒否する旨の通知を移動端末
装置に返す（ステップＳ２０６）。
　ステップＳ２０５の通知を受けた移動端末装置は、Attach手順を実行する。即ち、当該
移動端末装置からＲＮＣ１２２に向け「Initial Direct Transfer 」なる初期設定を行う
信号を再度送る（ステップＳ２０７）。
【００４０】
　ステップＳ２０６で「Initial Direct Transfer」を受けたＲＮＣ１２２では、「Initi
al UE Message」と表記のＲＮＣとＭＳＣ/ＳＧＳＮの間の初期設定を行う信号を、サービ
ス提供ＧＰＲＳサポートノードであるＳＧＳＮ（＃２）１３２に供給する（ステップＳ２
０８）。
　次いで、移動端末装置からＳＧＳＮ（＃２）１３２に対して、接続要求信号「Attach R
equest」が発せられる（ステップＳ２０９）。
【００４１】
　ステップＳ２０８で「Initial UE Message」を受けたＳＧＳＮ（＃２）１３２は、上述
のＩｕ区間の障害に係るＭＳＣ（＃２）１４２を避けて別のＭＳＣを（＃１）１４１を選
択し（ステップＳ２１０）、このＭＳＣ（＃１）１４１に「Combined Location Update R
equest」なるコンバイン位置登録要求信号を送る（ステップＳ２１１）。
　ステップＳ２０９の処理により、ＭＳＣ（＃１）１４１において位置登録が実行され、
ＣＳドメインでの通信が可能になる。
【００４２】
　図３は、図１の移動通信システムにおける無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）を例示
する機能ブロック図である。
　図３のＲＮＣは、図１におけるＲＮＣ１２１および１２２の構成を表す機能ブロック図
であるが、図３ではＲＮＣに改めて符合３００を割当てている。
　図３において、ＲＮＣ３００は、ＳＧＳＮ（＃１）および（＃２）とそれぞれ接続する
ためのＳＧＳＮ（＃１）インターフェース部３０１およびＳＧＳＮ（＃２）インターフェ
ース部３０２、ＭＳＣ（＃１）および（＃２）とそれぞれ接続するためのＭＳＣ（＃１）
インターフェース部３０３およびＭＳＣ（＃２）インターフェース部３０４、移動端末装
置とのインターフェース部であるＵＥインターフェース部３０５、および、記憶部３０６
が、バス３０７を通してシステムコントローラ３０８と結ばれ、このシステムコントロー
ラ３０８によって管理される。
【００４３】
　システムコントローラ３０８は、ＲＮＣとして所定の種々の機能を、自己の記憶、演算
、制御の各機能によって関連するデバイスを制御することにより全うする。
　記憶部３０６にはヘルスチェック情報保持部３０９が設けられ、このヘルスチェック情
報保持部３０９が、自装置（ＲＮＣ３００）とＭＳＣ（＃１）インターフェース部３０３
、ＭＳＣ（＃２）インターフェース部３０４で接続されるＭＳＣとの間のヘルスチェック
に関する項目を含むヘルスチェック情報を保持する。
【００４４】
　また、システムコントローラ３０８の該当する機能部とＳＧＳＮ（＃１）インターフェ
ース部３０１およびＳＧＳＮ（＃２）インターフェース部３０２とによってヘルスチェッ
ク情報通知部３１０が構成されている。
　このヘルスチェック情報通知部３１０は、何れかのサービス提供ＧＰＲＳサポートノー
ドに位置登録要求を送信するに先立って、ＭＳＣ（＃１）、ＭＳＣ（＃２）に対し、ヘル
スチェック情報保持部３０９に保持された該当するヘルスチェック情報を、該当するＳＧ
ＳＮ（１３１，１３２）に通知する。
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【００４５】
　図４は、図１の移動通信システムにおけるサービス提供ＧＰＲＳサポートノード（ＳＧ
ＳＮ）を例示する機能ブロック図である。
　図４のＳＧＳＮは、図１におけるＳＧＳＮ１３１および１３２の構成を表す機能ブロッ
ク図であるが、図４ではＳＧＳＮに改めて符合４００を割当てている。
　図４において、ＳＧＳＮ４００は、ＲＮＣ（＃１）および（＃２）とそれぞれ接続する
ためのＲＮＣ（＃１）インターフェース部４０１およびＲＮＣ（＃２）インターフェース
部４０２、ＭＳＣ（＃１）および（＃２）とそれぞれ接続するためのＭＳＣ（＃１）イン
ターフェース部４０３およびＭＳＣ（＃２）インターフェース部４０４、図１には示され
ていないＧＧＳＮ（＃１）および（＃２）とのインターフェース部であるＧＧＳＮ（＃１
）インターフェース部４０５およびＧＧＳＮ（＃２）インターフェース部４０６、および
、記憶部４０７が、バス４０８を通してシステムコントローラ４０９と結ばれ、このシス
テムコントローラ４０９によって管理される。
【００４６】
　システムコントローラ４０９は、ＳＧＳＮとして所定の種々の機能を、自己の記憶、演
算、制御の機能によって関連するデバイスを制御することにより全うする。
　また、システムコントローラ４０９の該当する機能部とＲＮＣ（＃１）インターフェー
ス部４０１およびＲＮＣ（＃２）インターフェース部４０２によって、ヘルスチェック情
報受信部４１０（一点鎖線にて図示）が構成されている。このヘルスチェック情報受信部
４１０は、該当するＲＮＣ（１２１、１２２）から、そのＲＮＣと接続されるＭＳＣ（１
４１、１４２）との間のヘルスチェックに関する項目を含むヘルスチェック情報の通知を
受ける。
【００４７】
　更に、システムコントローラ４０９の該当する機能部とＭＳＣ（＃１）インターフェー
ス部４０３およびＭＳＣ（＃２）インターフェース部４０４によって、
位置登録要求送信先選択部４１１が構成されている。この位置登録要求送信先選択部４１
１は、ヘルスチェック情報受信部４１０で受信したヘルスチェック情報に基づいて当該位
置登録要求の送信先とするＭＳＣ（１４１、１４２）を選択する。そして、選択したＭＳ
Ｃ（１４１、１４２）に向けて当該位置登録要求をＭＳＣ（＃１）インターフェース部４
０３、ＭＳＣ（＃２）インターフェース部４０４から送出する。
【００４８】
　記憶部４０７にはヘルスチェック情報保持部４１２が設けられ、ここで、ヘルスチェッ
ク情報受信部４１０で受信したヘルスチェック情報をシステムコントローラ４０９の管理
下で所要の期間保持する。
　また、記憶部４０７にはプロファイル情報ＰＦを保持するＰＦ情報持部４１３が設けら
れ、ここで、プロファイル情報ＰＦをシステムコントローラ４０９の管理下で所要の期間
保持する。
【符号の説明】
【００４９】
１０…………………………………………移動通信システム
１１０………………………………………位置登録エリア
１１１、１１２、１１３、１１４………ＲＡＮノード
１２１、１２２……………………………ＲＮＣ
１３１、１３２……………………………ＳＧＳＮ
１４１、１４２……………………………ＭＳＣ
３００………………………………………ＲＮＣ
３０９………………………………………ヘルスチェック情報保持部
３１０………………………………………ヘルスチェック情報通知部
４００………………………………………ＳＧＳＮ
４１０………………………………………ヘルスチェック情報受信部
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４１１………………………………………位置登録要求送信先選択部

【図１】 【図２】
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